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■ 総人口の推移と推計
・前回の推計よりも早く人口減少が進む見込みとなっ
ています。
・その要因は、出生数が減少し、死亡数が増加してい
ること、転出数が減少していないことが考えられま
す。

人口の概要

前回総合戦略策定時よりも早く人口減少が進んでいます

■ 自然増減（出生・死亡）
・有配率（配偶者のいる割合）は大分県平均を上回って
います。
・しかし、24～39歳の人口減少が進行していることか
ら、出生数は減少しています。
・死亡数は75歳以上人口の増加に伴い、増加していま
す。

■ 社会増減（転入・転出）
・転入と転出は同規模で推移しています。
・長期的な人口移動をみると、男性・女性ともに大学
入学等で流出し、卒業後、就職、結婚等で流入する傾
向が考えられます。
・60歳以上の層では、転入者が転出者を上回って推移
しています。

■ その他
・産業の構造等には大きな変化はなく、医療・福祉、
農業・林業で従事者が多くなっています。
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総人口の推移・将来推計

総人口の推移・将来推計
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総人口の推移・将来推計（2015年～2070年）人口(人)

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年 2070年

総人口 36,584 33,695 30,363 27,448 24,834 22,445 20,196 18,093 16,325 14,674 13,065 11,588

女性 19,650 17,996 16,047 14,385 12,923 11,614 10,391 9,229 8,278 7,417 6,598 5,853

男性 16,934 15,699 14,316 13,063 11,911 10,831 9,805 8,864 8,047 7,257 6,467 5,735

女性

男性

総人口

社人研推計
■ 本市の総人口の推移
を見ると、2015年以降減
少しており、今後も減少
することが見込まれてい
ます。男女別に見ても、
ほぼ同様の傾向が見られ
ます。

出所：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所
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前回推計と比較し人口減少が拡大しています

将来推計の比較
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2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年 2070年

36,584 33,695 30,363 27,448 24,834 22,445 20,196 18,093 16,325 14,674 13,065 11,588

36,584 33,810 31,002 28,323 25,872 23,484 21,173 19,053 17,174 15,484 13,874

社人研推計準拠（今回）

社人研推計準拠（前回）

■ 社人研推計に関して
は、2015年を元にした推
計結果から、2020年の国
勢調査を元にした推計は
2040年時点で約1,000人
減少する見込みとなって
います。

△1,039人

社人研推計準拠の総人口推計

出所：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所

前回推計

今回推計
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前回推計と比較し人口減少が拡大しています

年齢３区分別人口の推移・将来推計
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1960年 1965年 1970年 1975年 1980年 1985年 1990年 1995年 2000年 2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年 2070年

25,559 19,330 13,819 10,765 9,751 8,968 7,660 6,300 5,312 4,779 4,333 3,826 3,369 2,677 2,103 1,748 1,614 1,512 1,390 1,369 1,308 1,259 1,101

43,784 40,512 37,699 35,370 34,188 32,068 29,043 26,404 24,126 22,089 20,394 17,811 15,392 13,306 12,170 11,154 9,659 8,310 7,166 6,311 5,706 5,197 4,715

5,471 6,101 6,794 7,378 8,036 8,975 10,331 12,485 13,912 14,617 14,725 14,947 14,934 14,380 13,175 11,932 11,172 10,374 9,537 8,645 7,660 6,609 5,772

年少人口

生産年齢人口

老年人口

社人研推計生産年齢人口(15～64歳)

老年人口(65歳以上)

年少人口（15歳未満）

出所：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所

■生産年齢人口（15歳～64歳）
は、減少傾向が続いていま
す。

■老年人口は（65歳以上）は、
2020年まで増加した後、横ば
い、その後減少していくこと
が見込まれています。

■年少人口（15歳未満）は減少
を続いています。

(人)
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20～24歳は減少幅が小さく、若年層では減少が大きい

人口ピラミッドの推移

■いわゆる団塊の世代の
層が最も多い状況となっ
ており、2020年では70～
74歳の層が最も多くなっ
ています。

出所：国勢調査

人口(人)
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大学生世代及び子育て世代が他市等より少なくなっています。

人口ピラミッドの近隣市等との比較
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豊後大野市
臼杵市
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竹田市
大分県

出所：国勢調査

■大学生の流出により、
15～24歳層で他市よりも
割合が低くなっていま
す。

■14歳以下、30～44歳層
の子育て世代も他市より
割合が低くなっていま
す。

■一方、70～74歳の層で
他市よりも割合が高く
なっています。
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出生数は減少し、死亡数は増加。転入転出は近年拮抗状態

出生数・死亡数・転入者数・転出者数の推移
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2012
年

2013
年

2014
年

2015
年

2016
年

2017
年

2018
年

2019
年

2020
年

2021
年

2022
年

2023
年

転入数 1,636 1,605 1,619 1,671 1,611 1,354 1,165 1,191 1,143 1,111 1,062 1,086 1,071 1,087 1,079 1,096 1,057 975 951 914 986 1,021 1,081 1,111

転出数 1,782 1,673 1,655 1,726 1,665 1,422 1,391 1,496 1,287 1,241 1,193 1,133 1,220 1,217 1,200 1,208 1,177 1,166 1,220 1,132 1,153 1,148 1,158 1,170

出生数 257 283 290 290 286 261 296 271 279 237 253 234 244 195 241 201 222 172 172 161 163 151 111 111

死亡数 541 519 522 615 560 574 519 607 567 567 589 640 612 657 653 687 609 669 672 648 667 618 650 757

出生数

死亡数

転入数 転出数

■出生数は、2021年頃ま
では微減少傾向でした
が、近年は減少幅が大き
くなっています。

■死亡数は、高齢者人口
の増加に伴い、一貫して
増加しています。

■転入転出は2019年頃ま
で減少傾向にありました
が、近年は増加していま
す。

出所：住民基本台帳

出生数・死亡数・転入者数・転出者の推移（2000年～2023年）
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全ての層で減少傾向となっています。

女性の年齢別出生数の推移
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15～19歳 2 2 2 1 2 0 3 0

20～24歳 24 21 22 12 14 13 14 5

25～29歳 63 57 45 50 39 41 31 26

30～34歳 72 80 55 64 59 53 58 35

35～39歳 38 46 32 35 40 32 31 26

40～44歳 8 8 10 7 10 7 11 9

(人)

30歳～34歳

25歳～29歳

25歳～29歳

20歳～24歳
40歳～44歳

15歳～19歳

出所：人口動態調査

■出生数を母（女性）の
年齢別に見ると、全ての
層で減少傾向が続いてい
ます。
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女性の1,000人当たり出生数の推移
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2012
年

2013
年

2014
年

2015
年

2016
年

2017
年

2018
年

2019
年

2020
年

2021
年

2022
年

豊後大野市 6.36 6.09 6.66 6.56 6.58 5.92 6.64 6.98 5.99 5.99 6.28 5.63 5.49 5.38 5.86 5.47 5.72 4.6 4.61 4.57 4.25 4.34 3.02

全国平均 9.36 9.27 9.1 8.91 8.7 8.39 8.59 8.63 8.57 8.45 8.43 8.28 8.14 8.15 7.95 8.01 7.8 7.56 7.37 6.96 6.8 6.57 6.28

(人)

出所：住民基本台帳、人口動態調査

女性1,000人当たりの出生数の推移（2000年～2022年）

全国平均

豊後大野市

■女性1,000人当たりの出生数の推移を見ると、全国平均より低く、低下傾向にあります。
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全ての世代で減少傾向となっています。

女性人口の推移

2015
年

2016
年

2017
年

2018
年

2019
年

2020
年

2021
年

2022
年

2023
年

15～19歳 812 732 738 695 653 650 611 649 641

20～24歳 606 532 503 506 485 482 510 466 427

25～29歳 444 557 518 486 438 364 415 429 488

30～34歳 677 682 646 602 539 536 555 518 461

35～39歳 883 827 774 731 719 671 665 641 617

40～44歳 946 977 952 906 869 832 788 764 749

40～49歳 839 866 891 919 932 940 943 914 867

出所：住民基本台帳

40歳～44歳

45歳～49歳

35歳～39歳

15歳～19歳

30歳～34歳

20歳～24歳

25歳～29歳

女性人口の推移（2015年～2023年）

■女性人口は全ての世代
で減少傾向にあります。

(人)
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男女の有配率の比較
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豊後大野市 臼杵市 由布市 竹田市 大分県

15～19歳 0.148% 0.281% 0.148% 0.272% 0.254%

20～24歳 6.304% 5.904% 5.954% 3.791% 5.498%

25～29歳 22.338% 23.827% 30.267% 16.721% 27.300%

30～34歳 44.035% 40.254% 51.584% 42.857% 48.522%

35～39歳 53.553% 50.508% 63.920% 52.038% 57.712%

40～44歳 56.879% 60.581% 63.092% 57.025% 62.755%

45～49歳 62.406% 62.018% 65.932% 60.166% 64.067%

男性の有配偶率の比較（2020年）

豊後大野市 臼杵市 由布市 竹田市 大分県

15～19歳 0.00% 0.43% 1.02% 0.31% 0.50%

20～24歳 7.58% 6.81% 7.42% 6.33% 8.49%

25～29歳 29.51% 29.16% 40.14% 31.65% 37.24%

30～34歳 57.44% 51.67% 64.37% 54.57% 58.55%

35～39歳 62.39% 65.10% 67.28% 62.50% 65.64%

40～44歳 64.63% 65.21% 71.05% 67.57% 67.21%

45～49歳 67.55% 65.18% 68.67% 67.39% 66.77%

出所：国勢調査

女性の有配偶率の比較（2020年）

本市（25～29歳）

本市（30～34歳）

本市（35～39歳）

本市（25～29歳）

本市（30～34歳）

本市（35～39歳）

■ 有配偶率（配偶者を有する割合）は、男性は35～39歳では、大分県平均より高く、近隣他市とも差は少ないですが、他の層では低くなっています。
■ 女性では、30歳以上の層は大分県平均と同様であり、近隣他市より高いですが、25～29歳の層は低くなっています。

■ ■

■ ■

■ ■

■ ■

■ ■

■ ■

■ ■
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■ 年齢別に死亡数を見ると、75歳以上が８割以上を占めています。
■ 近年の推移を見ると、高齢者人口の増加に伴い、特に75歳以上で増加しています。

死亡数の年齢別割合及び推移

出所：人口動態調査
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0～59歳 36 42 35 31 30 36 27 30

60～69歳 62 57 69 75 60 66 43 45

70～79歳 181 144 135 144 128 155 142 154

80～89歳 474 418 439 415 395 392 376 400

90歳以上 370 416 400 429 445 438 459 495

(人)
80～89歳

90歳以上

70～79歳

60～69歳0～59歳
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大学入学で流出し、卒業で流入する構造となっています

年齢階級別人口移動の状況の長期的動向

0～4歳
→5～9歳

5～9歳
→10～14歳

10～14歳
→15～19歳

15～19歳
→20～24歳

20～24歳
→25～29歳

25～29歳
→30～34歳

30～34歳
→35～39歳

35～39歳
→40～44歳

40～44歳
→45～49歳

45～49歳
→50～54歳

50～54歳
→55～59歳

55～59歳
→60～64歳

60～64歳
→65～69歳

65～69歳
→70～74歳

70～74歳
→75～79歳

75～79歳
→80～84歳

80～84歳
→85～89歳

85～89歳
→90歳～

1980年→1985年 125 △ 6 △ 470 △ 1786 159 98 97 △ 8 △ 13 11 △ 17 △ 5 15 △ 10 △ 33 △ 7 △ 11 21

1985年→1990年 63 10 △ 631 △ 1530 57 △ 49 1 △ 52 △ 34 △ 29 △ 33 8 4 5 9 △ 18 △ 14 3

1990年→1995年 75 △ 8 △ 507 △ 902 229 50 56 △ 13 20 62 71 45 37 35 13 △ 15 △ 16 43

1995年→2000年 103 17 △ 342 △ 868 131 66 115 63 32 79 97 105 △ 10 △ 16 △ 6 △ 36 △ 13 31

2000年→2005年 83 6 △ 269 △ 779 159 25 △ 23 14 △ 8 90 129 99 46 41 36 6 36 38

2005年→2010年 3 0 △ 171 △ 584 28 △ 49 △ 19 △ 32 △ 9 59 117 141 90 52 47 △ 1 35 82

2010年→2015年 19 △ 24 △ 148 △ 534 15 △ 39 △ 32 △ 36 △ 10 5 65 126 140 17 △ 31 △ 45 △ 1 △ 1
2015年→2020年 42 22 △ 120 △ 508 △ 84 △ 73 △ 3 △ 46 13 △ 24 62 79 110 49 △ 10 48 53 136

年齢階級別人口移動の状況の長期的動向
■大学生が多く該当す
る15～24歳の層で大
きく流出していま
す。

■60歳以上で流入超過
となっています。

1980年→1985年

1985年→1990年

1990年→1995年

2015年→2020年

2010年→2015年

1995年→2000年

2000年→2005年

2005年→2010年

出所：住民基本台帳

(人)

純移動数
（転入ー転出）

（人）
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■ コロナ前の2019年までの状況をみると、15～19歳の大学入学時で転入は多くなっているのに対し、20歳～24歳の大
学卒業時で大きく転出超過となっています。また、30～34歳の層の子育て世代で転出超過となっています。

■ コロナ期は特に15～19歳層で転入者の減少が見られます。
■ 一方、2021年以降35歳以上で転入超過となっています。

５歳階級別社会増減の状況
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65歳～

60～64歳

55～59歳

50～54歳

45～49歳

40～44歳

35～39歳

30～34歳

25～29歳

20～24歳

15～19歳

10～14歳

5～9歳

0～4歳

0～4歳 5～9歳 10～14歳 15～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60～64歳 65歳～

2015年 7 -14 0 0 -70 -29 -3 -7 -18 5 20 2 18 -23 

2016年 11 24 -8 -6 -129 -18 2 -17 -9 -10 -1 18 27 -4 

2017年 10 -10 -2 15 -129 -54 -21 -30 4 -11 8 13 19 -3 

2018年 -2 6 0 2 -156 -11 -48 -6 -9 -18 3 -3 14 -41 

2019年 4 11 6 -39 -134 -45 -38 0 -14 17 0 19 16 -21 

2020年 0 1 5 -26 -117 -34 -17 2 -11 7 -1 15 6 3 

2021年 10 2 -3 -64 -47 -58 -4 13 2 -16 9 21 13 -5

2022年 21 -7 -9 -21 -81 -18 -1 14 4 -12 1 4 13 15 

2023年 -3 -4 7 -26 -66 -39 -25 -7 18 15 11 17 18 25 

年齢階級別社会増減の状況（2015年～2023年）

純移動数
（転入ー転出）

（人）

年齢別純移動者（転入ー転出）数の状況
純移動者数

出所：大分県の人口推計年俸

(人)

単位：(人)
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出所：大分県の人口推計年俸

県内では大分市、県外では福岡県への転出者が多くなっています。

移動先別人口移動の状況

移動先別人口の状況（2022年）(人) (人)

転入数（左軸）

転出数（左軸）
純移動者数（左軸）
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医療・福祉、農業林業、卸売業、小売業で半数を占めています

産業別従事者数（総数）

■ 2020年の産業別従事者を見ると、医療・福祉が最も多く全体の２割を占めています。農業林業、卸売業、小売業のこの３つで全体の半数をしています。
■ 2015年と比較すると、全体的には減少していますが、医療・福祉は微増加しており、割合が最も高くなっています。

産業別従事者（総数）2020年 産業別従事者（総数）2015年
(人)

(人)

出所：国勢調査
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女性では医療・福祉が最も多く３割以上を占めています

産業別従事者数（男女別）

■ 男女別に見ると、男性では農業・林業が最も多く、建設業、製造業と合わせると約半数を占めています。
■ 女性では医療・福祉が３割を占めており、農業・林業、卸売業・小売業と合わせると約６割を超えています。

(人)(人)
産業別従事者（男性）2020年

産業別従事者（女性）2020年

出所：国勢調査
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農業・林業、医療・福祉は高くなっています。

男女別産業別従事者数の比較

■ 産業別従事者の割合を全国と比較すると、農業・林業、医療・福祉が全国水準を上回っています。
■ 製造業、情報通信業、運輸業・郵便業などは全国水準を下回っています。
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出所：国勢調査

(人) 特化係数（全国＝1）産業別従事者（特化係数）2020年
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39歳以下で、医療・福祉、製造業、卸売業・小売業が多くなっています

男女別産業別従事者数の比較

■ 主な産業における年齢別の従事者数は、39歳以下の男性では製造業の従事者が多く、女性では医療・福祉の従事者が多くなっていま
す。

■ 割合でも、医療・福祉、製造業、卸売業・小売業の39歳以下の割合が高く、農業は60歳以上が男女とも半数以上となっています。
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出所：国勢調査
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産業別就業構造

■ 本市は、医療・福祉、農業・林業の割合が高く、製造業の割合が低くなっています。
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39歳以下で、医療・福祉、製造業、卸売業・小売業が多くなっています

従業上の地位別就業割合

■ 主な産業における年齢別の従事者数は、39歳以下の男性では製造業の従事者が多く、女性では医療・福祉の従事者が多くなっています。
■ 割合でも、医療・福祉、製造業、卸売業・小売業の39以下の割合が高く、農業は60歳以上が男女とも半数以上となっています。
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役員 6.81% 7.66% 6.85% 6.66% 7.40% 7.51%

雇人のある業主 3.11% 3.81% 5.18% 3.06% 3.13% 2.76%

雇人のない業主 20.70% 12.88% 29.11% 14.39% 10.89% 8.64%

家族従業者 2.22% 1.43% 4.15% 1.48% 1.22% 1.03%

家庭内職者 0.02% 0.02% 0.00% 0.00% 0.02% 0.03%

■

■

■

■

■

■

■

■

出所：国勢調査

従業上の地位別就業者割合（男性）（2020年） 従業上の地位別就業者割合（女性）（2020年）
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農業・林業、医療・福祉で市内就業者が７割を超えています

産業別就業場所

■ 農業・林業では自宅が７割を超えています。また、医療・福祉では市内就業者が７割を超えています。
■ 情報通信業、不動産業・物品賃貸業は市外が半数を超えています。

産業別就業場所（総数）（2020年）

出所：国勢調査
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産業別に見ると、男性・女性ともに市内就業割合が高くなっています

産業別就業場所（男女別）

■ 市内で就業している人は、男性・女性ともに８割を超えています。
■ 産業別に見ると、男性より女性のほうが市内就業割合が高い産業があります。
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出所：国勢調査
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豊後大野市からは大分市へ、豊後大野市へは同様に大分市、竹田市からが多くなっています

通勤通学の状況

■ 豊後大野市からの通勤通学者をみると、男女ともに大分市へ最も多くなっています。男性は女性の２倍以上となっています。
■ 豊後大野市への通勤通学者をみると、竹田市からはほぼ同数ですが、大分市からは男性が多く、臼杵市からは女性が多く通勤通学を

しています。
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由布市 中津市 杵築市 延岡市 熊本市 阿蘇市 日田市 宇佐市 国東市 九重町

男性 1,538 647 100 32 22 20 9 6 5 4 4 3 3 2 2 2

女性 737 564 147 37 29 2 12 0 0 0 3 1 0 1 1 0
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男性 1,245 290 223 151 41 32 17 14 6 5 4 2

女性 649 244 297 138 13 12 9 2 2 0 0 0

男性

女性

(人) (人)

男性

女性

出所：国勢調査

通勤通学の状況（豊後大野市からの通勤者）（2020年） 通勤通学の状況（豊後大野市への通勤者）（2020年）
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豊後大野市からは大分市へ、豊後大野市へは同様に大分市、竹田市からが多くなっています

通勤通学の状況

■ 豊後大野市からの通勤通学者をみると、男女ともに大分市へ最も多くなっています。男性は女性の２倍以上となっています。
■ 豊後大野市への通勤通学者をみると、竹田市からはほぼ同数ですが、大分市からは男性が多く、臼杵市からは女性が多く通勤通学を

しています。
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出所：国勢調査

通勤通学の状況（差引）（2020年）(人)
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1995年 2000年 2005年 2010年 2015年 2020年

第１次産業 6,081 5,453 5,018 3,849 3,576 2,878

第２次産業 6,289 5,358 4,299 3,565 3168 2,950

第３次産業 10,781 11,055 10,989 10,476 10139 9,742

生産年齢人口の減少により、全ての産業で就業者は減少しています

産業区分別就業者数の推移

第３次産業（卸売業、サービス業、医療・福祉等）

第２次産業（製造業、建設業）

第１次産業（農林水産業）

出所：国勢調査

産業区分別就業者の推移（1995年～2020年）(人)
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保険衛生・社会事業、不動産業などで市内総生産が増加しています

主な経済活動別市内総生産の推移

■ 保険衛生・社会事業で、10年間で約17億円程度増加しています。
■ 宿泊・飲食サービス業は増加傾向にありましたが、新型コロナの影響もあり、減少しています。
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14,000

16,000

18,000

2011
年度

2012
年度

2013
年度

2014
年度

2015
年度

2016
年度

2017
年度

2018
年度

2019
年度

2020
年度

農林水産業 7,102 6,200 6,075 6,574 7,153 6,856 6,568 6,086 5,762 5,344 

製造業 11,606 11,574 12,024 12,017 12,882 12,465 12,141 6,086 15,922 9,494 

建設業 10,362 8,323 11,117 7,126 7,070 8,921 8,612 6,086 13,043 10,262 

卸売・小売業 9,688 10,057 10,116 10,226 10,190 10,372 10,232 10,048 9,495 9,745 

宿泊・飲食サービス業 1,693 1,703 1,687 1,661 1,759 1,745 1,644 1,376 717 681 

情報通信業 3,066 3,094 3,006 3,000 3,049 2,949 2,926 2,788 2,931 2,769 

不動産業 11,322 11,889 11,750 11,479 11,341 11,273 11,126 11,622 11,721 11,755 

専門・科学技術、業務支援サービス業 4,760 4,973 5,151 5,287 5,442 5,290 5,138 4,909 4,707 4,743 

公務 10,404 9,854 9,884 10,096 9,922 9,870 10,132 9,913 9,550 9,312 

教育 4,826 4,694 4,761 4,847 4,785 4,826 4,808 4,825 4,652 4,677 

保健衛生・社会事業 12,919 13,196 13,511 14,107 14,348 14,200 14,229 14,453 14,342 14,631 

その他のサービス 4,638 4,601 4,648 4,537 4,323 4,349 4,125 3,948 3,475 3,263 

主な経済活動別市内総生産の推移（2011年～2020年）(百万円)

出所：大分県市町村民経済計算
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新型コロナの影響もあり、観光客数（道の駅）は減少しています

観光客数の推移
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出所：商工観光課
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